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１．はじめに

　東京証券取引所（以下、東証）は、2022年４

月４日付で、従来の市場１部、市場２部、マザー

ズ、JASDAQ（スタンダードおよびグロース）の

五つの市場区分を、新たにプライム市場、スタン

ダード市場、グロース市場の三つの市場区分へ再

編を行った。本稿の目的は、この東証の市場再編

が企業行動に及ぼす影響を分析することにある。

特に、最上位に位置づけられるプライム市場に焦

点を当て、プライム市場上場維持基準（以下、プ

ライム上場維持基準）を満たさないが、「上場維

　本稿では、2022年４月に実施された東証の市場再編が企業行動に及ぼす影響を分析した。特に、市場再編前
後でプライム市場の経過措置適用企業がプライム市場のそれ以外の企業と比較して、上場維持基準の数値の改善
を図ったか否かを検証し、三つの上場維持基準に関して両企業グループ間で数値改善に統計的有意な差が認めら
れたが、規模的には大きな値ではないことが判明した。さらなる経営改革努力が要請される結果といえる。なお、
本稿は本文と補論で構成されており、詳細を補論で述べている部分については本文中に注が付されている。
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